
再
開
発
や
箱
モ
ノ
よ
り

　
　
区
民
を
助
け
る
予
算
を

 

動
く
。
つ
な
げ
る
。
変
え
て
い
く
。

 区政は元気な女
ひ と

がいい！

荒川区東日暮里 6-17-11 ☎・FAX.3806-0523
荒川区東尾久 4-13-8      ☎・FAX.3893-1895
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http://genki-c.net/yuko/

1953 年12 月 26 日藤沢市生まれ、Ｂ型●東京教育大学（筑波大
学）付属小 ･ 中 ･ 高校卒｡ ベトナム反戦運動で多感な高校生時代
を過ごす●区内で働きながら子育て。保育園・学童クラブの充実
のため区と交渉●丸善（株）日暮里工場に勤務｡ 手づくりの労働組
合でパートの待遇改善や平和運動に取り組む。● 1987 年、33 歳で
区議会議員に初当選。既成政党とは一味ちがう議会活動と地域活動
を展開●1995 年、今村まゆみが当選。2003 年に引退して介護・
福祉事業に専念したが、2008 年の区長選挙に立候補して善戦●区
民の身近な相談相手として共に悩みながら、不公平税制、中小零細
企業・商店街や高齢者・障害者、子育て世代の活動を応援。超高層
マンション・葬祭場・場外馬券場などの紛争解決に超党派で汗を流
す。●〈地域福祉ユニオン東京〉アドバイザーとして介護事業所や小
規模保育園で働く人の地位向上に取り組む●家族は荒川郵便局に
勤務した夫、昭和３年生まれで俳人の母。真土小 ･ 十中 ･ 上野高校
･ 都立医療短大に学び､ 3歳児の子育てに奮闘中の娘とその夫●〈自
主・平和・民主のための広範な国民連合〉全国世話人、超党派の〈全
国地方議員交流会〉事務局●地域政治団体〈あらかわ元気クラブ〉は
昨年20周年を迎えた。零細政治団体の代表として気力も体重もま
すます充実。

　

春
の
足
音
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

区
議
会
は
来
年
度
の
予
算
審
議
を
終
え
て
13
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

お
り
し
も
、
西
尾
久
の
女
子
医
大
病
院
の
足
立
区
へ
の
移
転
問
題
が
持
ち
上
が
り
、
区
議
会
は
、

「
荒
川
区
に
と
っ
て
大
問
題
だ
」
と
反
対
決
議
を
上
げ
ま
し
た
。

　

移
転
候
補
地
は
都
有
地
で
あ
る
た
め
、
都
が
土
地
を
売
却
し
な
い
限
り
移
転
は
で
き
ま
せ
ん
。

女
子
医
大
病
院
は
区
内
唯
一の
災
害
時
拠
点
病
院
で
す
。
こ
の
間
、
区
は
手
を
こ
ま
ね
い
て
き
ま

し
た
が
、
東
京
都
に
対
し
、
足
立
区
に
都
有
地
を
売
却
し
な
い
よ
う
強
く
要
請
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
の
宮
の
前
商
店
街
や
尾
久
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
解
決
策
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
建
築
基
準
法
違
反
の
簡
易
宿
所
や
小
規
模
３
階
建
て
住
宅
に
許
可
を
出
す
、
区
の
不

可
解
な
許
認
可
業
務
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。「
出
さ
な
け
れ
ば
区
が
訴
え
ら
れ
る
」
と
言
い
ま

す
が
、
か
つ
て
は
住
民
が
反
対
す
る
計
画
に
区
が
許
可
を
出
さ
ず
、
頓
挫
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
区
民
の
味
方
を
せ
ず
、
違
法
な
開
発
に
甘
い
区
政
で
は
困
り
ま
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
の
駅
前
再
開
発
計
画
や
箱
モ
ノ
建
設
は
も
う
限
界
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、

苦
し
い
中
で
頑
張
る
区
内
の
商
工
業
や
子
育
て
・
教
育
の
底
上
げ
に
大
き
な
予
算
を
さ
か
な
い
と

荒
川
区
の
明
る
い
未
来
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

裏
面
に『
元
気
ク
ラ
ブ
の
荒
川
区
基
本
構
想
』を
提
案
し
ま
し
た
。
４
月
の
選
挙
も
間
近
で
す
。

区
政
を
良
く
す
る
た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
下
さ
い
。

● 元気クラブとして「東日本大震災救援／街頭募金活動」をすばやく実行。
駅頭や商店街でいただいた義援金を、地方議員のネットワークを通じ
て直接、石巻商工会議所、福島県漁協などに届けて感謝された。

● 福島原発事故後、23 区で最後まで放射線測定を拒む荒川区に対し、「子
どもの未来を守りたい」と署名を集め区に陳情したお母さんたちの活動を
サポート。マスコミにも訴えて測定開始のきっかけをつくった。

● 食物アレルギーの子どもを持つ親たちと教育委員会との話し合いが円
滑にすすむようアドバイス。

● 山形大学工学部荒川サテライトのセミナーを受講。事業者と一緒に区
内産業活性化のヒントを考える。

● 超党派の『消費税増税にモノ申す地方議員の会』をつくり、事業者・
税理士・国会議員と国会で集会を開き、世論を盛り上げるために行動。

● 介護事業の現場の声を聞くため、会派を超えて懇談会を連続開催。
ヘルパー・ケアマネ・看護師・事務員・保育士など福祉職場で働く人
たちと《介護・福祉ユニオン》をつくり、アドバイザーに就任。

○ ものづくり産業や地場産業を応援し、『滞在型商店街』を実現して、
区内産業の復活と発展をめざす。

○ 日暮里繊維街にオープンする施設を地域の楽しい拠点にする。尾久本町
通りふれあい館の建設を早め、東尾久の商店街にミニ図書館を誘致する。

○ 宮の前の女子医大病院移転問題は、必要な病床を残し、より良い地域
医療を確保して、近隣が活性化するよう解決をめざす。

○ 荒川区の子どもの学力と体力が向上する取り組みをすすめる。学童クラ
ブの夏休み給食を実施、栄養ある学校給食を子どもたちに提供したい！

○ 破綻した介護保険制度にかわる新たな制度をつくるため、医療福祉関
係者や高齢者・退職者団体と連携して取り組みをすすめる。

○ 『法人事業税の外形標準課税拡大』にストップをかける。
○ 結成された「荒川区議会・東アジア政治経済研究会」で勉強し、国際

交流を充実させる。
○ これまで同様、専門家と連携した区民相談を行い、大事な課題は超

党派で解決をめざす。

あらかわ元気クラブ 代表
荒川区議会議員　斉藤ゆうこ

これからの目標4年間の活動



11
年
目
に
入
っ
た
西
川
区
政
。
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）
に
「
お
お
む

ね
20
年
後
の
将
来
像
」
と
し
て
荒
川
区
基
本
構
想
『
幸
福
実
感
都
市
あ
ら

か
わ
』
を
策
定
し
て
か
ら
8
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
が
縮
小
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
効
果
な
し

そ
の
後
、
荒
川
区
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
ま
し
た
。
翌
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
世
界
経
済
は
ど
ん
底
に
落
ち
、
い
ま
だ
に
世
界
の
資
本
主

義
は
回
復
の
目
途
が
立
ち
ま
せ
ん
。
日
本
の
経
済
・
雇
用
・
消
費
の
縮
小

は
回
復
せ
ず
、
こ
の
7
年
間
、
小
さ
な
下
町
・
荒
川
区
の
地
域
経
済
と
区

民
生
活
は
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
1
％
の
人
々
の
利
益
で
成
長

を
標
榜
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
無
縁
の
世
界
で
す
。

　

人
口
は
増
え
た
。
で
も
、
町
ご
と
に
大
き
な
格
差
が
あ
る

こ
こ
数
年
、
荒
川
区
は
人
口
が
激
増
し
ま
し
た
。
で
も
、
南
千
住
地
区
が

58.2
％
、
日
暮
里
地
区
が
31.8
％
も
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
尾
久
地
区

は
マ
イ
ナ
ス
5.2
％
と
減
少
。
こ
の
20
年
で
平
均
2
割
増
え
た
人
口
に
は
大

き
な
地
域
格
差
が
あ
り
、荒
川
区
は
地
域
ご
と
の
ち
が
い
を
抱
え
な
が
ら
、

大
き
く
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。

あらかわ元気クラブの「荒川区基本構想」 2015

●中小企業を淘汰する国の政策に抗し、効果ある産業振興策で地域経済の衰退
にしっかり歯止めをかける。●『公契約条例』を制定して区の契約制度を見直す。
中小零細企業に仕事と適正利益があり、働く人に生活できる賃金を払える基盤づ
くりをすすめ、非正規雇用や不安定雇用を減らす。●専門職員を配置した『地
域産業支援センター』で、ものづくり産業や地場産業の経営を強力に支援する。
●『地域商店街を未来に残すまちづくり条例』で大型店の立地を規制。●新住
民にも支持される『滞在型商店街』をつくる。区が空き店舗を直接借り上げ、『親
子カフェ』や休憩所 ･ 図書ステーション ･ 自転車置場などを配置した魅力ある商
店街をつくる。●区内中小企業の経営をゆるがす法人事業税の外形標準課税拡
大、消費税の増税をやめるよう国に迫る。

●三河島北地区、西日暮里再開発計画は見直し、中止。●駅前再開発や民間大
規模マンション開発による「風害」を調査し、対策を実行して区民を守る。●開
発業者の利益ではなく、区民の生活環境を守る許認可行政をおこなう。●延焼
火災の危険が高い狭小戸建て住宅開発の規制。●所得が少ない若者や夫婦向
けの区民住宅、家賃助成を整備する。●危険な空家対策は、
不燃化特区だけでなく、必要な個所に撤去費用の助成をお
こなう。●不衛生で二次災害の恐れがあり、発災時のすば
やい稼働にも疑問な区単費の「隅田川永久水利」事業を廃
止し、深井戸の設置、スタンドパイプの活用など有効な防災
対策に切り替える。

●ひとり親家庭や貧困家庭などを支援するため、地域に勉強を教え、夕飯を出
す子どもの居場所をふやす。●国が「成長戦略」で進める株式会社の全国チェー
ンではなく、親子ともにメリットのある質の高い小規模保育園を沢山つくって認
可保育園不足をおぎなう。●母親の精神疾患など多様な相談を受け止められる
地域の体制づくり。●子育てに必要な情報の格差を解消。●学童クラブをふれ
あい館にも増設。個性ある「にこにこスクール」の充実。●クラス人数や教員
配置を弾力化し、イジメや学級崩壊、不登校の解決に力を入れる。●英語教育
より国語力を向上させる。

●日暮里駅前再開発ビルに『戊辰戦争記念館』を開設、彰義隊など幕末の歴史
を展示。●ふるさと文化館に南千住の産業・文化・歴史の常設展示や特別企画
を全国に発信する。●済州市、大連市との友好都市を区民レベルで発展させる。
区内の高校・大学と連携し、将来の友好につながる若い世代の交流を積極的に
支援。料理・映画・音楽などの分野で区民団体との交流を支援する。●再開発
ビルなどの公共スペース確保、商店街の空き店舗借り上げなどで町中に国際交
流の拠点をつくる。●民族や出身による差別をしないよう、区民の理解をすすめ、

『人の痛みがわかり、人を大切にする町・荒川区』を育くむ。

●高齢者や家族の自己負担増、保険からの除外…。破綻した介護保険制度を見
直し、税でまかなう制度への変更を国に求める。●区内中小事業所の経営を圧
迫し、働く人の流出をまねく「介護報酬引下げ」に対し、事業所と働く人を支援
して区民サービスを維持する。●親亡き後の障害者グループホームと療養型通
所施設の増設、充実。●地域に密着した医療・介護・福祉職場の待遇改善と人
材確保を支援。●DV 、薬物依存症問題に取り組む専門性の高い区内団体を手
厚く支援し、連携して対策を充実。

●区民が豊かになり、その結果区財政が潤うことを基本に自主財源をふやし、『区
税収入１：都区財政調整交付金 2.5』からの脱却をはかる。●常勤、非常勤職
員の格差の是正。増え続ける民間委託・指定管理を総
点検し、見直しをおこなう。●区民の暮らしと荒川区の
将来のために必要なことは超党派の議員で条例を発議
し、制定する。●地域の将来を左右する重要な政策は「住
民投票」で決める。

1 4

2 5

3 6

【地域経済と雇用を守る】 【乱開発を防止して安全な街をつくる】

【子育てを助け、教育を底上げする】 【地域に根ざした文化と国際交流】

【心のかよう地域医療・介護・福祉】 【財政・区政運営、議会の健全化】

不要不急の箱モノ建設をやめ、区の財政を産業
振興と雇用に重点的に投入する。

 再開発依存をやめ、高層化しない
心安らぐ安全な町・荒川区をつくる。

子育てや学力を支援する事業に十分な予算をつ
ける。

 地域の歴史と文化を輝かせ、立場の異なる人々
との相互理解と温かい交流をすすめる。

 崩壊する医療・介護、社会保障の危機から区民を
守り、国に制度の変更を迫る。

 特定の人脈にかたよらない区政。
「なんでも賛成」ではない、首長から自立した議会。

● 

日
暮
里
再
開
発
に
１
３
３
億
円
。

　

再
開
発
や
箱
モ
ノ
ば
か
り
で
は
区
民

の
フ
ト
コ
ロ
は
豊
か
に
な
ら
な
い
。

　

10
年
間
の
西
川
区
政
の
普
通
建
設
事

業
費
は
９
６
１
億
円
。ふ
れ
あ
い
館
建
設

な
ど
で
２
０
０
億
円
近
く
ふ
く
ら
み
ま

し
た
。

　

１
９
８
６（
昭
和
61
）年
以
来
、歴
代

の
区
政
が
区
内
11
ヶ
所
の
再
開
発
事
業

に
投
入
し
た
補
助
金
は
計
３
０
８
億
円

に
の
ぼ
り
ま
す
。。日
暮
里
駅
前
の
３
事

業
に
は
１
３
３
億
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

ゼ
ネ
コ
ン
や
大
手
住
販
会
社
は
荒
川

区
を
舞
台
に
利
益
を
得
ま
し
た
が
、そ

の
陰
で
地
域
経
済
や
区
民
生
活
は
豊
か

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

西
川
区
政
の
10
年
も
こ
の
流
れ
は

変
わ
ら
ず
、む
し
ろ
百
億
円
に
の
ぼ
る

土
地
購
入
と
荒
川
２
丁
目
複
合
施
設

の
よ
う
な
箱
モ
ノ
に
多
額
の
区
財
政
が

つ
ぎ
込
ま
れ
ま
し
た
。

● 

景
気
が
悪
化
し
、区
民
が
抱
え
る

問
題
は
深
刻
で
複
雑
に
な
っ
た
が
、

区
政
は
手
が
打
て
て
い
な
い
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、地
域
社
会

を
支
え
て
い
た
層
の『
体
力
』が
弱
ま

り
、仕
事
が
あ
り
、商
売
が
で
き
、回
っ

て
い
た
地
域
経
済
が
回
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。経
営
の
悪
化
、医
療・介
護・税

負
担
、子
育
て
や
教
育
の
こ
と
…
問
題

を
抱
え
た
り
、

困
っ
て
い
る
区

民
が
ふ
え
て

い
ま
す
が
、地

域
経
済
へ
の
底

上
げ
支
援
や
、

困
っ
て
い
る
区

民
を
助
け
る
事

業
に
は
充
分
な

予
算
が
組
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

● 

荒
川
区
の
弱
点
や
現
実
を
直
視
し

な
い
区
政
。

　

最
近
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
全
校
配
布

の
よ
う
に「
全
国
に
先
駆
け
て
…
」と
の

宣
伝
ば
か
り
が
目
立
ち
ま
す
。荒
川
区

の
現
実
を
直
視
し
、弱
点
を
克
服
す
る

た
め
の
具
体
的
な
手
立
て
を
打
た
な
い

と
荒
川
区
の
活
力
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

荒
川
区
政
の
こ
こ
が
問
題

現在の西川区政の基本構想は、早いスピードで変貌する荒川区の現状や新たな課題に対応できるのでしょうか。
そこで、あらかわ元気クラブは「荒川区基本構想2015」をつくりました。皆さんのご意見をお寄せください。

★町ごとの個性を生かし、発展を支援するきめ細かな政策を打ち出す★

こ
ん
な
荒
川
区
を
つ
く
り
た
い
。
荒
川
区
の
将
来
像 伝統ある「布の街」として集積を

誇るにっぽり繊維街を拠点に、若
い人が育ち、にぎわいと回遊性の
ある街にする。

�地域商店街の集積を残し、都電と
荒川遊園を生かした楽しい街にす
る。女子医大病院の移転計画見直
し、より良い地域医療を確保する。

水辺の良好な住環境と歴史的な文
化財産を生かし、子育てに安心な
街にする。

たとえば…

日暮里

尾　久南千住

 

普通建設事業費の推移
2004（H16）   78 億 6500 万円
2005（H17）   76 億 1100 万円
2006（H18）  　96 億 9100 万円
2007（H19） 132 億 8600 万円
2008（H20） 114 億 7600 万円
2009（H21） 132 億 9800 万円
2010（H22）  　74 億  800 万円
2011（H23） 110 億 7300 万円
2012（H24）  　77 億 2800 万円
2013（H25）   66 億 8100 万円

計 961 億 1700 万円

相談件数の推移
年  度 虐待相談 養育困難 計

荒
川
区 

子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

2009（H21）   38   86 124
2010（H22）   52 118 170
2011（H23）   97 119 216
2012（H24）   86 118 204
2013（H25） 184 184 368
2014（H26）1月末 187 160 347

ものづくり・地域商店街・良好な住環境が共存する活気ある下町・荒川区を


